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課題名：豪雨・急傾斜地帯における低攪乱型人工林管理技術の開発 
主査氏名（所属）：外崎真理雄（四国支所長） 
担当部署：四国支所、林業工学研究領域 

参画機関：高知大学、高知県立森林技術センター 
 
研究期間：平成２３～２６年度 
 
１．目的 
豪雨・急傾斜地域において、今後導入が検討されている欧州型の森林管理手法や従来の

施業方法が、生産性（収益性）や林地保全という特性にどのような違いがあるのかを明ら
かにする。そして、これらの特性の影響が評価できる施業シミュレーションシステムを開
発し、立地条件に応じた施業方法の提示により、経営者等が実行可能な技術の開発とその
普及を図る。 

 

２．全期間における研究成果の概要 

すべての人工林が長伐期化に向くわけではなく、長伐期施業を適用できるかどうかにつ

いては、一回目の間伐時における生物被害の割合が重要な指標となること、急傾斜地にお

けるヒノキ人工林では表土保全に留意した施業ができるかどうかが重要な判断材料となる。 

土構造を主体とする林業専用道の施工技術について、締固め不足の実態を明らかにし、

現場における土の粒度組成の把握法、適切な締固めの方法を明らかにした。土工量を抑制

するために路線の縦断勾配を地形に追従させながら、上げ荷に適したタワーヤーダの路線

選定を行うシステムを開発した。またタワーヤーダの生産性、架設撤去の所要人工数を明

らかにして、コスト計算によってタワーヤーダが適応できる条件を明らかにした。 

林分成長モデルと施業コストモデルを組み合わせた施業シミュレーションシステムの開

発を行った。その結果、欧州型の森林管理手法と従来の施業方法が、生産性（収益性）や

林地保全という特性へ与える影響が明らかとなり、林分および立地条件に応じた最適施業

方法の提示が可能となった。 
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５．評価結果の概要 

本課題は，欧州フォレスターの助言に関して，豪雨・急傾斜地の多い日本の森林におけ

る欧州型施業の導入可能性の検証とローカライズであったと言える。本課題では，検証に

とどまらず，日本の伝統的森林管理の特徴を活かした新たな森林管理技術の開発が議論さ

れた。4 年という短い期間で，日本の広い範囲にわたっての検証，中長期的な環境影響等の

評価はできなかったが，少なくとも高知県を中心とする四国地域において，現場に応用可

能な技術の開発は達せられたと判断できる。ただし，樹種や品種，地質，シカの食害の影

響の有無や，木材搬出作業におけるタワーヤーダ・スイングヤーダ以外の作業システムの

導入，主伐後の育林方針など，十分に検討できなかった部分もある。本課題は，日本にお

ける持続的森林管理のための総合的な検討が行われた貴重な例であり，今後，さらなる研

究の発展が望まれる。 
 



６．評価において指摘された事項への対応 

今後増加が不可避である長伐期林の性状、豪雨急傾斜地に対応した架線系システム

のコスト・生産性についてのデータが得られた。施業技術マニュアルを作成して成果

の普及に取り組むと共に、主伐後の育林方針については、四国支所の今後の課題とし

て検討を進める。 

 


